
JP 4934480 B2 2012.5.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像レンズからの光束により形成された被写体像を光電変換する撮像素子と、
　前記光束を用いて被写体像の観察を可能とする光学ファインダと、
　前記光束を前記光学ファインダに導く第１の状態と前記光束を前記撮像素子に導く第２
の状態とに切り換え駆動されるミラーユニットと、
　前記ミラーユニットを前記第１の状態として前記光学ファインダにて被写体像を観察す
ることができる通常撮影モードと、前記ミラーユニットを前記第２の状態として画像表示
器にて被写体像を観察することができるライブビュー撮影モードを切り換える撮影モード
切換手段と、
　前記光学ファインダに対する接眼を検知する接眼検知手段と、
　前記光学ファインダに対する接眼があった場合に、前記ライブビュー撮影モードを優先
するか否かを設定する設定手段と、
　前記撮影モード切換手段によって前記ライブビュー撮影モードに切り換えられており、
かつ、前記ミラーユニットが前記第２の状態に切り換えられている場合に、前記接眼検知
手段によって、前記光学ファインダに対する接眼を検知したことに応じて、前記ミラーユ
ニットを前記第２の状態から前記第１の状態に切り換えるように前記ミラーユニットを駆
動制御するとともに、前記ライブビュー撮影モードから前記通常撮影モードに切り換える
ように制御する制御手段と、
　撮影指示に応じて前記撮像素子で撮像した画像を記録媒体に記録するように制御する撮
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影制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記ライブビュー撮影モードに切り換えられており、かつ、前記ミラ
ーユニットが前記第２の状態に切り換えられている場合に、前記光学ファインダに対する
接眼があった場合でも、前記設定手段によって前記ライブビュー撮影モードを優先すると
設定されていた場合には、前記ミラーユニットの駆動制御を行わず、前記ライブビュー撮
影モードから切り換えないことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記光学ファインダに対する接眼があった場合に、前記通常撮影モードを優先するか否
かを設定する第２の設定手段を有し、
　前記制御手段は、前記ライブビュー撮影モードに切り換えられており、かつ、前記ミラ
ーユニットが前記第２の状態に切り換えられている場合に、前記光学ファインダに対する
接眼があった場合でも、前記第２の設定手段によって前記通常撮影モードを優先すると設
定されていない場合には、前記ミラーユニットの駆動制御を行わず、前記ライブビュー撮
影モードから切り換えないことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記接眼検知手段は、前記通常撮影モードのときよりも前記ライブビュー撮影モードの
ときの方が、前記光学ファインダに対する接眼を検知可能な反応距離を長くすることを特
徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記接眼検知手段による前記検知を有効とするか無効とするかを切り換える接眼検知設
定手段を更に有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記ライブビュー表示中に前記接眼検知手段を作動させるか非作動とするかを設定する
作動・非作動設定手段を更に有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記
載の撮像装置。
【請求項６】
　撮像レンズからの光束により形成された被写体像を光電変換する撮像素子と、前記光束
を用いて被写体像の観察を可能とする光学ファインダと、前記光束を前記光学ファインダ
に導く第１の状態と前記光束を前記撮像素子に導く第２の状態とに切り換え駆動されるミ
ラーユニットとを有する撮像装置の制御方法であって、
　前記ミラーユニットを前記第１の状態として前記光学ファインダにて被写体像を観察す
ることができる通常撮影モードと、前記ミラーユニットを前記第２の状態として画像表示
器にて被写体像を観察することができるライブビュー撮影モードを切り換える撮影モード
切換ステップと、
　前記光学ファインダに対する接眼を検知する接眼検知ステップと、
　前記光学ファインダに対する接眼があった場合に、前記ライブビュー撮影モードを優先
するか否かを設定する設定ステップと、
　前記撮影モード切換ステップによって前記ライブビュー撮影モードに切り換えられてお
り、かつ、前記ミラーユニットが前記第２の状態に切り換えられている場合に、前記接眼
検知ステップによって、前記光学ファインダに対する接眼を検知したことに応じて、前記
ミラーユニットを前記第２の状態から前記第１の状態に切り換えるように前記ミラーユニ
ットを駆動制御するとともに、前記ライブビュー撮影モードから前記通常撮影モードに切
り換えるように制御する制御ステップと、
　撮影指示に応じて前記撮像素子で撮像した画像を記録媒体に記録するように制御する撮
影制御ステップと
　を有し、
　前記制御ステップは、前記ライブビュー撮影モードに切り換えられており、かつ、前記
ミラーユニットが前記第２の状態に切り換えられている場合に、前記光学ファインダに対
する接眼があった場合でも、前記設定ステップによって前記ライブビュー撮影モードを優
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先すると設定されていた場合には、前記ミラーユニットの駆動制御を行わず、前記ライブ
ビュー撮影モードから切り換えないことを特徴とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学ファインダによる被写体像観察とライブビュー表示による被写体像観察
を切り換えることが可能な撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一眼レフレックスタイプのデジタルカメラは、撮像素子の前段に、撮影光路に対して進
退可能なクイックリターンミラーを有している。このクイックリターンミラーは、フレー
ミング時には、撮影光路内に進入して撮像レンズを透過した被写体光をファインダへ導き
、撮影時には、撮影光路から退避する構成になっている。また、この種のカメラ本体の背
面には画像表示器が具備されており、撮影画像の確認表示に用いたり、各種カメラの動作
設定値（シャッタスピード、絞り値、撮像感度、撮影モード等）の確認に用いたりされて
いる。
【０００３】
　コンパクトカメラタイプのデジタルカメラには、上記のクイックリターンミラーは具備
されておらず、画像表示器に撮像素子で得られる画像をリアルタイムで表示する、所謂ラ
イブビュー表示を行い、フレーミングを可能にしている。また、別のフレーミングを可能
にする手段として、クイックリターンミラーを有しない光学ファインダを設けているもの
もある。
【０００４】
　また、コンパクトタイプのデジタルカメラには、省電力を目的として、接眼検知手段を
用い、画像表示器にて画像表示を行っている際に、光学ファインダの使用を検知すると、
画像表示器用のバックライトを消灯するようにしたものが開示されている（特許文献１）
。
【特許文献１】特開２０００－１６５７０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の特許文献１のカメラにおいては、光学ファインダによる被写体像の観察可能な状
態と、画像表示器によるライブビュー表示を同時に作り出すことができるので、接眼検知
手段を用いての省電力を行う技術が搭載されている。これに対し、一眼レフレックスタイ
プのデジタルカメラにおいては、クイックリターンミラーを撮影光路に進退させることで
、光学ファインダによる被写体像の観察可能な状態と、画像表示器によるライブビュー表
示のいずれかを選択的に可能にするものである。よって、上記の省電化の技術は不要であ
る。
【０００６】
　上記のように、一眼レフレックスタイプのデジタルカメラの場合、光学ファインダによ
る被写体像の観察可能な状態と画像表示器にライブビュー表示を行う事が構造上、同時に
は出来ない。そのため、ライブビュー撮影モードにて撮影構図を確認する場合、外部の画
像表示器から目を離した状態でその確認をするために細かい構図の確認にはライブビュー
撮影モードは不向きである。この際は光学ファインダにて構図の確認をする事が望ましい
。しかしながら、ライブビュー表示状態から光学ファインダを使用可能な状態にするには
、そのための切り換え操作等が必要であり、素早い切り換えができないものであった。
【０００７】
　（発明の目的）
　本発明の目的は、ライブビュー表示状態から光学ファインダを使用可能な状態への切り
換えを、使用者の操作に委ねることなく、素早く行うことのできる撮像装置を提供しよう
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とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、撮像レンズからの光束により形成さ
れた被写体像を光電変換する撮像素子と、
　前記光束を用いて被写体像の観察を可能とする光学ファインダと、
　前記光束を前記光学ファインダに導く第１の状態と前記光束を前記撮像素子に導く第２
の状態とに切り換え駆動されるミラーユニットと、
　前記ミラーユニットを前記第１の状態として前記光学ファインダにて被写体像を観察す
ることができる通常撮影モードと、前記ミラーユニットを前記第２の状態として画像表示
器にて被写体像を観察することができるライブビュー撮影モードを切り換える撮影モード
切換手段と、
　前記光学ファインダに対する接眼を検知する接眼検知手段と、
　前記光学ファインダに対する接眼があった場合に、前記ライブビュー撮影モードを優先
するか否かを設定する設定手段と、
　前記撮影モード切換手段によって前記ライブビュー撮影モードに切り換えられており、
かつ、前記ミラーユニットが前記第２の状態に切り換えられている場合に、前記接眼検知
手段によって、前記光学ファインダに対する接眼を検知したことに応じて、前記ミラーユ
ニットを前記第２の状態から前記第１の状態に切り換えるように前記ミラーユニットを駆
動制御するとともに、前記ライブビュー撮影モードから前記通常撮影モードに切り換える
ように制御する制御手段と、
　撮影指示に応じて前記撮像素子で撮像した画像を記録媒体に記録するように制御する撮
影制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記ライブビュー撮影モードに切り換えられており、かつ、前記ミラ
ーユニットが前記第２の状態に切り換えられている場合に、前記光学ファインダに対する
接眼があった場合でも、前記設定手段によって前記ライブビュー撮影モードを優先すると
設定されていた場合には、前記ミラーユニットの駆動制御を行わず、前記ライブビュー撮
影モードから切り換えないことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ライブビュー表示状態から光学ファインダを使用可能な状態への切り
換えを、使用者の操作に委ねることなく、素早く行うことができる撮像装置を提供できる
ものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明を実施するための最良の形態は、以下の実施例に示す通りである。
【実施例】
【００１２】
　図１は本発明の一眼レフレックスタイプの撮像装置であるデジタルカメラの電気的構成
を示すブロック図である。
【００１３】
　デジタルカメラ２００には、撮像レンズユニット１００が不図示のマウント機構を介し
て着脱可能である。マウント部には、デジタルカメラ２００と撮像レンズユニット１００
の間で通信を行ための電気的接点群１０７が具備されており、この電気接点群１０７を介
して撮像レンズ１０１及び絞り１０２の駆動等のための信号の授受が行われる。
【００１４】
　図示されない被写体からの撮影光束は、撮像レンズ１０１及び光量を調節するための露
出手段である絞り１０２を介して、撮影光路に対して進退可能に回動されるミラーユニッ
トであるクイックリターンミラー２０２に導かれる。クイックリターンミラー２０２の中
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央部はハーフミラーになっており、該クイックリターンミラー２０２が図１に示すように
撮影光路に進入（以下、ダウン）した際に、一部の光束がこのハーフミラーを透過する。
透過した光束は、クイックリターンミラー２０２に設置されたサブミラー２０３で図１に
おいて下方に反射され、自動焦点調整用のＡＦ（オートフォーカス）センサ２０４に導か
れる。ＡＦセンサ２０４は、撮像画面の複数の位置で焦点検出できるようになっている。
【００１５】
　一方、クイックリターンミラー２０２で図１において上方に反射された撮影光束は、ペ
ンタプリズム２０１、接眼レンズ２０６を介して撮影者の目に導かれる。
【００１６】
　また、クイックリターンミラー２０２が撮影光路から退避（以下、アップ）した際には
、撮像レンズ１０１からの光束は、フォーカルプレーンシャッタ２０８、フィルタ２０９
を介してＣＭＯＳ等に代表される撮像素子であるイメージセンサ２１０に導かれる。イメ
ージセンサ２１０は、撮影レンズからの光束により形成された被写体像を光電変換する。
上記フィルタ２０９は２つの機能を有しており、１つは、赤外線をカットして可視光線の
みをイメージセンサ２１０へ導く機能であり、もう１つは、光学ローパスフィルタとして
の機能である。上記フォーカルプレーンシャッタ２０８は、先幕及び後幕から成り、撮像
レンズ１０１からの光束を透過、遮断してイメージセンサ２１０への光量を調節するもの
である。
【００１７】
　なお、クイックリターンミラー２０２のアップ時には、サブミラー２０３は折り畳まれ
、クイックリターンミラー２０２と同様に撮影光路から退避するようになっている。
【００１８】
　本実施例におけるデジタルカメラ２００には、当該デジタルカメラ全体の制御を司るＣ
ＰＵにより構成される制御手段としてのシステムコントローラ２２３が具備されており、
該システムコントローラ２２３に各部が接続されている。そして、これら各部は該システ
ムコントローラ２２３により適宜制御される。
【００１９】
　上記システムコントローラ２２３には、撮像レンズ１０１を光軸方向に移動してピント
合わせを行うためのレンズ駆動機構１０３を制御するレンズ制御回路１０４、絞り１０２
を駆動するための絞り駆動機構１０５を制御する絞り制御回路１０６が接続される。さら
には、クイックリターンミラー２０２のアップ、ダウン及びフォーカルプレーンシャッタ
２０８のシャッタチャージを制御するシャッタチャージ・ミラー駆動機構２１１が接続さ
れる。さらには、フォーカルプレーンシャッタ２０８の先幕、後幕の走行を制御するため
のシャッタ制御回路２１２、接眼レンズ２０６の近傍に配設された測光センサに接続され
た自動露出用の分割測光手段である測光回路２０７が接続される。さらには、当該デジタ
ルカメラ２００を制御する上で調整が必要なパラメータやデジタルカメラの個体識別が可
能なカメラＩＤ情報や、基準レンズで調整されたＡＦ補正データや、自動露出補正値が記
憶されている記憶部であるＥＥＰＲＯＭ２２２が接続される。
【００２０】
　レンズ制御回路１０４は、レンズ固有の情報、例えば焦点距離、開放絞り、レンズ個々
に割り振られるレンズＩＤという情報と、シーケンスコントローラ２２３から受け取った
情報を記憶するレンズ記憶部を有している。
【００２１】
　デジタルカメラ２００には、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）に代表される外部制御装
置３００が接続可能になっており、通信インターフェース回路２２４を介して該パーソナ
ルコンピュータ３００とシステムコントローラ２２３とが通信可能になっている。
【００２２】
　自動露出調整用の測光回路２０７に接続される測光センサは、被写体の輝度を測定する
ためのセンサであり、その出力は測光回路２０７を経てシステムコントローラ２２３へ供
給される。システムコントローラ２２３は、レンズ駆動機構１０３を制御することにより
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、被写体像をイメージセンサ２１０上に結像させる。また、システムコントローラ２２３
は、設定されたＡｖ値（絞り値情報）に基づいて絞り１０２を駆動する絞り駆動機構１０
５を制御し、更に、設定されたＴｖ値（シャッタ速度情報）に基づいた制御信号をシャッ
タ制御回路２１２へ出力する。
【００２３】
　フォーカルプレーンシャッタ２０８の先幕及び後幕は、駆動源がバネにより構成されて
おり、シャッタ走行後、次の動作のためにバネチャージを要する。シャッタチャージ・ミ
ラー駆動機構２１１は、このバネチャージを制御するようになっている。また、シャッタ
チャージ・ミラー駆動機構２１１によりクリックリターンミラー２０２のアップ、ダウン
が行われる。
【００２４】
　また、システムコントローラ２２３には、画像データコントローラ２２０が接続される
。画像データコントローラ２２０は、ＤＳＰ（デジタル信号プロセッサ）により構成され
る補正データサンプル部及び補正部である。この画像データコントローラ２２０は、イメ
ージセンサ２１０の制御、該イメージセンサ２１０から入力された画像データの補正や加
工などをシステムコントローラ２２３の指令に基づいて実行する。画像データの補正、加
工の項目の中にはオートホワイトバランスも含まれる。オートホワイトバランスとは、撮
像画像の中の最大輝度の部分を所定の色（白色）に補正する機能である。オートホワイト
バランスは、シーケンスコントローラ２２３からの命令により補正量を変更する事が可能
である。
【００２５】
　画像データコントローラ２２０には、イメージセンサ２１０を駆動する際に必要なパル
ス信号を出力するタイミングパルス発生回路２１７が接続される。さらには、イメージセ
ンサ２１０と共にタイミングパルス発生回路２１７で発生されたタイミングパルスを受け
て、イメージセンサ２１０から出力される被写体像に対応したアナログ信号をデジタル信
号に変換するためのＡ／Ｄコンバータ２１６が接続される。さらには、得られた画像デー
タ（デジタルデータ）を一時的に記憶しておくＤＲＡＭ２２１、Ｄ／Ａコンバータ２１５
及び画像圧縮回路２１９が接続される。
【００２６】
　ＤＲＡＭ２２１は、加工や所定のフォーマットへのデータ変換が行われる前の画像デー
タを一時的に記憶するための記憶手段として使用される。Ｄ／Ａコンバータ２１５には、
エンコーダ回路２１４を介して画像表示回路２１３が接続される。画像圧縮回路２１９に
は、記録手段である画像データ記録メディア２１８が接続される。
【００２７】
　画像表示回路２１３は、イメージセンサ２１０で撮影された画像データを画像表示器２
３６に表示させるためのものである。画像表示器２３６は、ライブビュー表示、再生画像
及び撮影結果確認画像を外部表示する画像表示手段であり、一般にはカラーの液晶表示素
子により構成される。そして、ライブビュー撮影時には、該画像表示器２３６にはライブ
ビュー表示（撮像素子で撮像された画像を連続的に取り込み、取り込んだ画像を連続的に
表示させることを意味する）が行われる。撮影後には、撮影時のプレビュー画像が表示さ
れる。
【００２８】
　画像データコントローラ２２０は、ＤＲＡＭ２２１上の画像データを、Ｄ／Ａコンバー
タ２１５によりアナログ信号に変換してエンコーダ回路２１４へ出力する。エンコーダ回
路２１４はこのＤ／Ａコンバータ２１５の出力を、画像表示回路２１３を駆動する際に必
要な映像信号（例えばＮＴＳＣ信号）に変換する。
【００２９】
　画像圧縮回路２１９は、ＤＲＡＭ２２１に記憶された画像データの圧縮や変換（例えば
ＪＰＥＧ）を行うためのものである。変換された画像データは、画像データ記録メディア
２１８に格納される。記録メディアとしては、ハードディスク、フラッシュメモリ等が使
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用される。
【００３０】
　システムコントローラ２２３には、さらに、当該デジタルカメラ２００の動作モードの
情報や露出情報（シャッタ秒時、絞り値等）の表示を行うための動作表示回路２２５が接
続される。さらには、測光・焦点検出（測距）などの撮影準備動作を開始させるための第
１ストロークスイッチ２３０（以下、スイッチＳＷ１）が接続される。さらには、通常撮
影モード時の撮影動作の開始を指示するための第２ストロークスイッチ２３１（以下、ス
イッチＳＷ２）が接続される。さらには、撮影者（使用者）が所望の動作を当該デジタル
カメラ２００に実行させるべくモードを設定するモード設定スイッチ２２９が接続される
。さらには、ＡＦセンサ２０４が持つ複数のＡＦエリアから使用するＡＦエリアを選択す
るためのＡＦエリア選択スイッチ２２８が接続される。さらには、接眼検知部の有効・無
効を設定するための接眼検知設定スイッチ２３２、使用する測光エリアを選択する測光エ
リア選択スイッチ２３５、回転動作によりパラメータをアップ、ダウンさせて表示する電
子ダイヤルスイッチ２２６が接続される。スイッチＳＷ２は、ライブビュー撮影モード時
には、ライブビュー撮影開始のためのスイッチとして、スイッチＳＷ１はライブビュー撮
影終了のためのスイッチとしての機能もそれぞれ有する。
【００３１】
　２３３は接眼検知部の投光部、２２７は接眼検知部の受光部である。投光部２３３から
は赤外光が発せられる。光学ファインダ（以下、ファインダ）に撮影者の顔の一部があっ
た場合、投光部２３３が発した近赤外光は顔の一部で反射し、反射した赤外光が受光部２
２７に到達する。この事により、ファインダに撮影者の顔が接近したかどうかを検知でき
る。
【００３２】
　ここで、図６を用いて、接眼検知部がファインダに撮影者の顔が接近したかどうかを検
知できる反応距離について説明する。
【００３３】
　図６に示すように、投光部２３３から一定光量が発せられた場合、顔の一部と受光部２
２７との距離によって該受光部２２７で受光する光量は変化する。つまり、受光部２２７
と顔の一部との距離が長くなるほど、受光量は低下する。
【００３４】
　そこで、顔の検知としてより良い距離となる受光量を判定値とする事によって、距離Ａ
に顔の一部が近づいた場合、接眼検知部にて顔検知を行うことができ、ファインダに顔が
ある、つまりファインダが使用される常態にあると判定する。この判定距離を長くしたい
場合は、投光部２３３の投光出力をアップさせることによって、必然的に反応距離は長く
なる。
【００３５】
　次に、図２を用いて、撮影モードの選択シーケンスについて説明する。
【００３６】
　ステップＳ１０１では、撮影モード選択操作が行われたか否かを判定する。撮影モード
選択操作は、撮影モード切換手段であるモード設定スイッチ２２９と電子ダイヤルスイッ
チ２２６により行われる。モード設定スイッチ２２９がオンの状態で電子ダイヤルスイッ
チ２２６が操作されると、撮影モードが順次切り換わる。
【００３７】
　上記ステップＳ１０１にて撮影モード選択操作が行われ、ライブビュー撮影モードが選
択された場合はステップ１０２へ進み、ライブビュー撮影シーケンスへ移行する。一方、
ステップＳ１０１にてライブビュー撮影モード以外が選択されていた場合はステップＳ１
０３へ進み、通常撮影シーケンスへ移行する。
【００３８】
　次に、図３を用いて、ライブビュー撮影モード時の接眼検知設定シーケンスについて説
明する。
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【００３９】
　ステップＳ２０１では、ライブビュー撮影モードが設定された状態において接眼検知機
能選択操作が行われたか否かを判定する。接眼検知機能選択操作は、接眼検知設定スイッ
チ２３２と電子ダイヤルスイッチ２２６により行われる。接眼検知設定スイッチ２３２が
オンの状態で、電子ダイヤルスイッチ２２６が操作されると、接眼検知部により顔を検知
するときの動作設定を、“通常撮影優先”もしくは“ライブビュー撮影優先”に切り換え
ることができる。
【００４０】
　ステップＳ２０１にて“ライブビュー撮影優先”に切り換えられた場合はステップＳ２
０２へ進み、ライブビュー撮影時に接眼検知部が顔を検知した場合、他の撮影モードへ移
行せずにライブビュー撮影を続行するように設定する。そして、ステップＳ２０４でライ
ブビュー撮影シーケンスへ移行する。
【００４１】
　一方、ステップＳ２０１にて“通常撮影優先”に切り換えられていた場合はステップＳ
２０３へ進み、ライブビュー撮影時に接眼検知部が顔を検知した場合、通常撮影モードへ
移行するように設定する。そして、ステップＳ２０４で通常撮影シーケンスへ移行する。
【００４２】
　次に、図４を用いて、図２のステップＳ１０３及び、図３ステップＳ２０３にて行われ
る通常撮影シーケンスについて説明する。
【００４３】
　ステップＳ３０１では、スイッチＳＷ１がオンされたか否か判定する。オンされていな
ければオンされるまでこのステップで待機する。その後、スイッチＳＷ１がオンされると
、撮影時の露出量を決定するステップＳ３０２～Ｓ３０３及びピントを合わせるステップ
Ｓ３０４～Ｓ３０６へそれぞれ分岐し、これらの並行処理を行う。
【００４４】
　ステップＳ３０２へ進むと、撮像レンズ１０１を通り、主ミラー２０２で反射され、ペ
ンタプリズム２０１を通過した光束を、測光回路２０７により測光する。次のステップＳ
３０３では、シーケンスコントローラ２２３が測光回路２０７の出力に応じて撮影時の露
出量（絞り値、シャッタ速度の各情報）を決定する。そして、ステップＳ３０８へ進む。
【００４５】
　一方、ステップＳ３０４へ進むと、シーケンスコントローラ２２３がＡＦセンサ２０４
、焦点検出回路２０５を用いて焦点検出を行う。次のステップＳ３０５では、焦点検出が
出来たか否かを判定する。被写体が低コントラストの場合や暗い場合は、焦点検出が出来
ない事がある。焦点検出が出来なかった場合にはステップＳ３０７へ進み、警告を行う。
焦点検出が出来た場合はステップＳ３０６へ進み、焦点検出結果に基づいてシステムコン
トローラ２２３がレンズ制御回路１０４にレンズ駆動量を送信する。これにより、レンズ
制御回路１０４がレンズ駆動量に基づいてレンズ駆動機構１０３を制御し、撮像レンズ１
０１が合焦位置へと移動する。その後はステップＳ３０８へ進む。
【００４６】
　次のステップＳ３０８では、スイッチＳＷ２がオンされたか否かを判定し、オンされて
いなければオンされるまで待機する。その後、スイッチＳＷ２がオンされるとステップＳ
３０９へ進み、システムコントローラ２２３がシャッタチャージ・ミラー駆動機構２１１
を制御してクイックリターンミラー２０２をアップさせる。
【００４７】
　次のステップＳ３１０では、ステップＳ３０３で設定された絞り値情報をシステムコン
トローラ２２３が絞り制御回路１０６へ送信し、絞り駆動機構１０５を駆動して、設定さ
れた絞り値まで絞り１０２を絞り込ませる。次のステップＳ３１１では、システムコント
ローラ２２３がフォーカルプレーンシャッタ２０８を開くよう、各部を制御する。続くス
テップＳ３１２では、シーケンスコントローラ２２３が画像データコントローラ（ＤＳＰ
）２２０に対して撮像素子であるイメージセンサ２１０の積分動作を指示する。そして、
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ステップＳ３１３にて、所定時間、待機する。
【００４８】
　上記の積分時間が終わるとステップＳ３１４へ進み、フォーカルプレーンシャッタ２０
８を閉じる。次のステップＳ３１５では、システムコントローラ２２３が次回の動作に備
えてフォーカルプレーンシャッタ２０８のチャージ動作及びミラーダウン駆動を行う。次
のステップＳ３１６では、絞り１０２を開放へと駆動し、続くステップＳ３１７にて、シ
ーケンスコントローラ２２３が画像データコントローラ２２０に対してイメージセンサ２
１０から画像データを取り込むように指示する。そして、次のステップＳ３１８にて、読
み出した画像データを画像圧縮回路２１９を通して画像データ記録メディア２１８へ記録
させる。
【００４９】
　次のステップＳ３１９では、スイッチＳＷ２がオンされたか否かを判定し、ＯＦＦされ
るまで待機する。スイッチＳＷ２がＯＦＦされるとステップＳ３２０へ進み、撮影モード
が通常撮影モードかライブビュー撮影モードかを判定し、通常撮影モードの場合はこのシ
ーケンスを終了する。一方、ライブビュー撮影モードの場合はステップＳ３２１へ進み、
接眼検知を行う。この結果、撮影者の顔がファインダ近くにある（ファインダが使用され
る状態である）と判定すると、通常撮影を選択していると判定してステップＳ３０１へ戻
る。しかし、顔が離れている（ファインダが使用状態にない）と判定した場合はライブビ
ュー撮影モードでの撮影を選択していると判定し、ライブビュー撮影シーケンスへ進む。
【００５０】
　次に、図５を用いて、図２のステップＳ１０２にて行われるライブビュー撮影シーケン
スについて説明する。
【００５１】
　ステップＳ４０１では、スイッチＳＷ１がオンされたか否か判定する。オンされていな
ければオンされるまでこのステップで待機する。その後、スイッチＳＷ１がオンされると
、ライブビュー開始直後の露出量を決定するステップＳ４０２～Ｓ４０３及びピントを合
わせるステップＳ４０４～Ｓ４０６にそれぞれ分岐し、並行処理を行う。
【００５２】
　ステップＳ４０２へ進むと、撮像レンズ１０１を通り、主ミラー２０２で反射され、ペ
ンタプリズム２０１を通過した光束を、測光回路２０７で測光する。そして、次のステッ
プＳ４０３にて、シーケンスコントローラ２２３が測光回路２０７の出力に応じてライブ
ビュー開始直後の露出量（絞り値、シャッタ速度の各情報）を決定する。そして、ステッ
プＳ４０８へ進む。
【００５３】
　一方、ステップＳ４０４へ進むと、シーケンスコントローラ２２３がＡＦセンサ２０４
、焦点検出回路２０５を用いて焦点検出を行う。そして、次のステップＳ４０５にて、焦
点検出が出来たか否かを判定する。被写体が低コントラストの場合や暗い場合には、焦点
検出が出来ない事がある。焦点検出が出来なかった場合にはステップＳ４０７へ進み、警
告を行う。焦点検出が出来た場合はステップＳ４０６へ進み、焦点検出結果に基づいてシ
ステムコントローラ２２３がレンズ制御回路１０４にレンズ駆動量を送信する。これによ
り、レンズ制御回路１０４がレンズ駆動量に基づいてレンズ駆動機構１０３を制御し、撮
像レンズ１０１が合焦位置へと移動する。その後はステップＳ４０８へ進む。
【００５４】
　ステップＳ４０８では、接眼検知部を成す投光部２３３の投光出力を増加させ、接眼検
知反応距離を長くする。次のステップＳ４０９では、システムコントローラ２２３がシャ
ッタチャージ・ミラー駆動機構２１１を制御してクイックリターンミラー２０２をアップ
させる。
【００５５】
　次のステップＳ４１０では、ステップＳ４０３で設定された絞り値情報をシステムコン
トローラ２２３が絞り制御回路１０６へ送信し、絞り駆動機構１０５を駆動して、設定さ
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れた絞り値まで絞り１０２を絞り込ませる。次いでステップＳ４１１にて、システムコン
トローラ２２３がフォーカルプレーンシャッタ２０８を開くよう、各部を制御する。続く
ステップＳ４１２では、シーケンスコントローラ２２３が画像データコントローラ２２０
に対してイメージセンサ２１０から画像データを取り込むように指示する。
【００５６】
　次のステップＳ４１３では、取り込んだ画像データを基に合焦動作を行い、かつ露出（
ＡＥ）を決定する。続くステップＳ４１４では、シーケンスコントローラ２２３が画像デ
ータコントローラ２２０に対してイメージセンサ２１０から画像データを取り込むように
指示する。これにより、画像表示回路２１３等を介して画像表示器２３６にフレーミング
を助けるためのライブビュー表示が行われる。
【００５７】
　次のステップＳ４１５では、投光部２３３及び受光部２２７より構成される接眼検知部
により接眼（眼＝顔）検知を行う。ここで、ライブビュー画像を見るためにファインダを
覗いている（接眼している）撮影者の顔を検知した場合、ステップＳ４１６へ進む。また
、顔を検知しなかった場合はステップＳ４１７へ進む。
【００５８】
　次のステップＳ４１６へ進むと、ライブビュー撮影モード時の接眼検知部の設定を確認
する。ライブビュー撮影モード時における接眼検知部の設定が“通常撮影優先”に設定さ
れていた場合はステップＳ４２４へ進む。また、ライブビュー撮影モード時における接眼
検知部の設定が“ライブビュー撮影優先”に設定されていた場合はステップＳ４１７へ進
む。
【００５９】
　ステップＳ４１７では、スイッチＳＷ２がオンされているか否かを判定する。オンされ
ていない場合はステップＳ４１２へもどり、同様の動作を繰り返す。一方、スイッチＳＷ
２がオンされていた場合はステップＳ４１８へ進み、シーケンスコントローラ２２３が画
像データコントローラ２２０に対してイメージセンサ２１０から画像データを取り込むよ
うに指示する。次のステップＳ４１９では、取り込んだ画像データを画像圧縮回路２１９
を介して画像データ記録メディア２１８へ記録する。
【００６０】
　次のステップＳ４２０では、レリーズＳＷ１がオンされているか否かを判定する。オン
されている場合は、ライブビュー撮影続行と判定してステップＳ４１２へ戻り、同様の動
作を繰り返す。レリーズＳＷ１がオフされていた場合は、ライブビュー撮影終了と判定し
てステップＳ４２１へ進む。
【００６１】
　ステップＳ４２１へ進むと、フォーカルプレーンシャッタ２０８を閉じる。そして、次
のステップＳ４２２にて、システムコントローラ２２３が次回の動作に備えてフォーカル
プレーンシャッタ２０８のチャージ動作及びミラーダウン駆動を行う。続くステップＳ４
０３では、絞り１０２を開放へと駆動し、このライブビュー撮影シーケンスを終了する。
【００６２】
　上記ステップＳ４１６にて、ライブビュー撮影モード時における接眼検知部の設定が“
通常撮影優先”に設定されていた場合は、上記したようにステップＳ４２４へ進む。そし
て、このステップＳ４２４では、フォーカルプレーンシャッタ２０８を閉じる。そして、
次のステップＳ４２５にて、システムコントローラ２２３が次回の動作に備えてフォーカ
ルプレーンシャッタ２０８のチャージ動作及びミラーダウン駆動（クイックリターンミラ
ーの撮影光路内への進入）を行う。続くステップＳ４２６では、絞り１０２を開放へと駆
動し、通常撮影シーケンスへ移行する。
【００６３】
　上記の実施例によれば、以下のような効果を得ることができる。
【００６４】
　ライブビュー表示中、接眼検知部によりファインダが使用される状態であることを検知
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された場合、クリックリターンミラーを撮影光路内に進入させて、ファインダにて被写体
像の観察を可能にしている。よって、使用者に、ライブビュー表示状態から光学ファイン
ダを使用可能な状態への煩わしい切り換えを委ねることなく、この切り換えを自動的に素
早く行うことができ、操作性の向上を図ることができる。
【００６５】
　２）ライブビュー表示中に、接眼検知部によりファインダが使用される状態であること
を検知されたとしても、ファインダにて被写体像の観察可能にする状態にクリックリター
ンミラーの切り換えを行わないモードを設定可能である。つまり、ライブビュー撮影モー
ド時における接眼検知部の設定が“通常撮影優先”の場合のみ、上記の切り換えを行うよ
うにしている。よって、意図しないのに、ライブビュー表示からファインダ使用状態に切
り換わるといった不都合がなくなる。
【００６６】
　３）接眼検知部の検知可能とする反応距離は、変更可能である。詳しくは、ライブビュ
ー撮影モード時の反応距離が、ライブビュー撮影モード時以外（通常撮影モード時）の反
応距離よりも長くする。反応距離の長さは、図６で説明したように、接眼検知部の投光部
２３３の投光出力を変更することにより可能である。詳しくは、通常撮影モード時は、反
応距離が短くてもメカニカルな切り換えが発生しない為、操作性に問題ない。一方、ライ
ブビュー撮影モード時は、クイックミラー切り換えによるメカニカルな切り換えが発生す
る為、反応距離を長くしている。よって、撮影者がファインダを覗いて構図を確認するま
でに、該ファインダを被写体像確認可能な状態へ切り換えることができ（切り換わる時間
を稼ぐ事ができ）、ファインダを覗いて直に撮影構図等の確認を可能にすることができる
。
【００６７】
　上記実施例では、接眼検知部として、赤外光投光部と受光部を用いて顔の一部を検知す
る例を示しているが、赤外光投光部及び受光部を用いて撮影者の視線を検出し、ＡＦエリ
アの検出を可能にする視線検出手段を用いても同様の効果が得られる。
【００６８】
　また、上記実施例では、ライブビュー表示中の接眼検知部の有効・無効を設定するため
に接眼検知設定スイッチ２３２を設けていたが、ライブビュー表示中に接眼検知部の作動
・非作動を設定する設定スイッチとしても、同様の効果が得られる。
【００６９】
　（本発明と実施例の対応）
　モード設定スイッチ２２９と電子ダイヤルスイッチ２２６が本発明の、光学ファインダ
にて被写体像を観察することができる通常撮影モードと、画像表示器にて被写体像を観察
することができるライブビュー撮影モードを切り換える撮影モード切換手段に相当する。
また、接眼検知部用の受光部２２７と投光部２３３が本発明の、光学ファインダに使用者
の目が接近したかどうかを検知する接眼検知手段に相当する。また、システムコントロー
ラ２２３が本発明の、接眼検知手段によって光学ファインダに使用者の目が接近したこと
が検知されたときには、ライブビュー撮影モードから通常撮影モードに切り換えるように
制御する、請求項１に記載の制御手段に相当する。
 
 
【００７０】
　また、イメージセンサ２１０が本発明の撮像素子に、ペンタプリズム２０１、接眼レン
ズ２０６が光学ファインダに、それぞれ相当する。また、クリックリターンミラー２０２
が本発明の、光束を光学ファインダに向けて反射する第１の状態（図１の状態）と光束を
撮像素子に向けて透過させる第２の状態とに切り換え駆動されるミラーユニットに相当す
る。また、システムコントローラ２２３が本発明の、光学ファインダに使用者の目が接近
したことが検知されたときには、ミラーユニットを第２の状態から第１の状態に切り換え
るようにミラーユニットを駆動制御する、請求項１に記載の制御手段に相当する。
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【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の一実施例に係る一眼レフレックスデジタルカメラの回路構成を示すブロ
ック図である。
【図２】本発明の一実施例に係る一眼レフレックスデジタルカメラにおける撮影モード選
択シーケンスを示すフローチャートである。
【図３】本発明の一実施例に係る一眼レフレックスデジタルカメラにおけるライブビュー
撮影モード時の接眼検知設定シーケンスを示すフローチャートである。
【図４】本発明の一実施例に係る一眼レフレックスデジタルカメラにおける通常撮影シー
ケンスを示すフローチャートである。
【図５】本発明の一実施例に係る一眼レフレックスデジタルカメラにおけるライブビュー
撮影シーケンスを示すフローチャートである。
【図６】本発明の一実施例に係る一眼レフレックスデジタルカメラに係る接眼検知部の検
知可能な反応距離について説明するための図である。
【符号の説明】
【００７２】
　１００　　　撮像レンズユニット
　１０１　　　撮像レンズ
　１０２　　　絞り
　１０３　　　レンズ駆動機構
　１０４　　　レンズ制御回路
　１０５　　　絞り駆動機構
　１０６　　　絞り制御回路
　２００　　　デジタルカメラ
　２０２　　　クイックリターンミラー
　２０４　　　ＡＦセンサ
　２０６　　　接眼レンズ
　２０７　　　測光回路
　２０８　　　フォーカルプレーンシャッタ
　２１０　　　イメージセンサ
　２１１　　　シャッタチャージ・ミラー駆動機構
　２１２　　　シャッタ制御回路
　２１３　　　画像表示回路
　２１８　　　画像データ記録メディア
　２２０　　　画像データコントローラ
　２２３　　　システムコントローラ
　２２７　　　接眼検知部用の受光部
　２３０　　　スイッチ（ＳＷ２）
　２３１　　　スイッチ（ＳＷ１）
　２３２　　　接眼検知設定スイッチ
　２３３　　　接眼検知部用の投光部
　２３６　　　画像表示器
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